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巻頭言 

新しい普通科＝地域科学科とは？ 

長崎県立松浦高等学校 校長 舟越 裕 

 

令和４年４月、文部科学省が進める普通科改革の中で、松浦高校には全国に先駆けて新し

い普通科である「地域科学科」が設置されました。設置の背景として、大きく以下の２点が

挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

があげられます。これらをふまえて、本研究指定事業においては、以下のⅠ～Ⅲの研究開発

を進めていき、生徒の多様な資質・能力の育成を図っていくことになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

この１年間、学校が大学・地域等と連携を図りながら、生徒の学びを深められるように実

践に取り組んできました。その結果、本冊子にも掲載していますが、様々な成果を得ること

ができました。 

一方で、短い準備期間の中で新学科を立ち上げたため、中学校や地域へ説明不足を原因の

１つとする生徒募集での苦戦という課題があります。さらに、「地域科学科とは何か」、「従

来の普通科との違いは何か」という点について、校内での目線合わせが十分にできていない

まま新学科がスタートしたため、新学科の軸、つまり研究の軸が不明確となってしまったと

いう課題があります。 

ただ幸いにも、コンソーシアムにはしっかりとご支援いただいており、またコーディネー

ターの取り組みにより地域における本校の教育活動への理解も広がっています。そうした

メリットを存分に生かしながら、今後は「地域を科学する」教育活動が展開できるよう、研

究開発に取り組んでいきたいと考えています。さらに研究開発を通じて、生徒の学びを深め

るとともに、学び続けようというマインドセットが学校全体に浸透することを目指してい

きたと考えています。 

本冊子をご覧いただいた皆さま方には、ぜひ本校の取り組みに対して忌憚のないご意見

をいただければ幸甚に存じます。今後も松浦高校への御理解と御支援を賜りますよう、心か

らお願い申し上げ、巻頭の言葉といたします。 

①文科省が進める高等学校の「普通教育を主とする学科」の弾力化により、「高等学校が立地する

地元自治体を中心とする地域社会が抱える諸課題に対応し、地域や社会の将来を担う人材の育

成を図るために、現在及び将来の地域社会が有する課題や魅力に着目した実践的な特色・魅力

ある学びに重点的に取り組む学科」（地域社会学科）の設置が可能となったこと 

②平成２９年度から始まった地域課題解決型学習「まつナビ」の充実を図るべく、大学等の研究

機関、松浦市役所や地域の企業・団体等の支援により、３年間を通した「まつナビ・プロジェ

クト」のカリキュラム開発や評価研究及びコンソーシアムとの協働に取り組んできたこと 

Ⅰ 育成を目指す「資質・能力」に基づき、教科等を横断する学びを含む、生徒の自己有能感を

高める教育活動と学習評価を一体的に行うカリキュラムの研究開発 

Ⅱ コンソーシアムを中心とした、中学校と高等学校の学びの連携・交流及び高等学校と大学・

企業等の連携による、ＳＤＧｓを踏まえた地域課題解決型探究活動及びキャリア形成力の涵

養活動を組織的に支援する体制の構築・運営の充実 

Ⅲ 県内外の「地域に根ざした高等学校」のネットワークの構築と、地域・学校活性化を目標と

した学びを進める体制・運営の研究開発 
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第１章 事業の概要

 

１．本校の概要 

１－１ 所在地 

〒８５９－４５０１ 長崎県松浦市志佐町浦免７３８－１ 

 

１－２ 設定課程および在籍生徒数（令和５年３月１日現在） 

 １年 ２年 ３年 計 

普通科 － ４８ ５８ １０６ 

地域科学科 ２９ － － ２９ 

商業科 ２４ ２６ ３３ ８３ 

合 計 ５３ ７４ ９１ ２１８ 

 

１－３ 学校経営方針 

１ 校訓 

 「自己開拓」に全力を注ごう 正しい人間関係をきずいていこう よき市民性を身に

つけよう 

２ スクールミッション（教育方針） 

＜どのような生徒を育成するのか：社会的役割＞ 

   校訓「自己開拓」の精神のもと、基礎学力を高め、主体的に考え粘り強く行動でき

る人材を育成します。また、持続可能な地域や社会の担い手として、豊かな人間性や

協働性を備えた人材を育成します。 

 ＜どのような教育を目指すのか：教育理念＞ 

    不断の授業改善に基づき、学力をはじめとする生徒一人ひとりの多様な資質・能力

の育成を目指します。また、生徒一人ひとりの進路実現を図るため、地域・大学等と

の協働による探究的な学びや、部活動をはじめとする様々な活動を通して、キャリア

形成力や人間力を高める教育を目指します。 

＜学校の特色、強み、魅力（独自の教育）等：今後の方向性＞ 

    全国初の新しい普通科を設置した松浦市唯一の高等学校として、地域社会のニー

ズや生徒一人ひとりの進路希望に応えられる多様な教育活動の展開を図ります。ま

た、文部科学省研究指定の「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」および

「新時代に対応した高等学校

改革推進事業」の成果を生かし、地域・大学等との協働や県内外の高校との連携による探究

的な学びの一層の充実を図ります。 
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３ スクールポリシー 

【育成を目指す資質・能力に関する方針】（グラデュエ―ションポリシー） 

〇 将来の目標を持ち、その実現に向けて主体的に努力を続ける人間を育成する（キャリ

ア形成力） 

〇 社会の一員としての責任感を持ち、相手を思いやることができるなど、品性を備えた

人間を育成する（責任言動力） 

〇 地域や社会の課題解決や発展に貢献しようという意欲を持つ人間を育成する（ふる

さと貢献力） 

【教育課程の編成及び実施に関する方針】（カリキュラムポリシー・学びの方針） 

 〇 将来の目標を実現させるため、「主体的・対話的で深い学び」につながる授業改善及

び ICTの積極的な利活用を推進する 

 ○ キャリア形成力の育成のため、「ルーブリック」を活用して学習活動を振り返り（自

己評価）、「ポートフォリオ」への記録により学びの自己調整を図る取組を充実する。 

○ これからの社会を生き抜くために必要な課題解決能力や協働性、ふるさとを大切に

する姿勢などを育成するため、「まつナビ・プロジェクト」や授業での探究学習を充

実する 

【入学者受け入れに関する方針】（アドミッションポリシー・求める生徒像） 

 〇 高い志や将来の目標を持ち、その実現に向けて取り組もうという意欲が高い生徒 

〇 高校生活（学習、部活動、学校行事等）に積極的に取り組み、他者と協力して行動し

ようという意欲が高い生徒 

〇 地域や社会の課題解決に貢献したいという意欲が高い生徒 

４ 重点目標 

（１）学びあう学校づくり（授業の充実・進路希望の実現） 

①平素からの授業改善により、生徒が主体的に学びに向かうような姿勢を育成する。 

②授業の充実や一人一台端末の活用等を通じて、知識・理解など基礎基本の徹底を図ると

ともに、思考力・判断力・表現力等を育成する。 

③ルーブリックを積極的に活用した観点別評価の実施やポートフォリオの活用等により、

生徒の資質・能力を多面的に評価するとともに、生徒の自己肯定感を高める。 

  ④入試情報・就職情報の収集・分析・発信に取り組み、生徒個々のキャリアプランニング

による進路希望の実現を図る。 

（２）支えあう学校づくり（生徒指導の充実と教育相談の推進） 

①生徒の人権に配慮し、支援や配慮が必要な生徒には柔軟に対応し、全教職員で情報共有

を図るとともに、関係機関と速やかに連携をとりながら、支援・指導にあたる。 

②自他の命、健康・安全を守ることを最優先とし、相手への思いやりのある言動を心がけ

させることなどによる、責任感をもって行動できるなどの「品性」を育成する。 
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（３）伸ばしあう学校づくり（生徒が主役の活動及び「キラリ」と光る部活動の推進） 

  ①学校行事、学級活動、生徒会活動、ボランティア活動などを通して、生徒の自主性、積

極性、協働性を養う。 

 ②各部活動で設定した目標の実現を目指すとともに、生徒の「人間力」を伸ばす活動を推

進する。 

（４）「まつナビ・プロジェクト」（生徒の「資質・能力」の育成）の充実 

  ①文部科学省研究指定事業を軸として、地域・大学等と連携して「まつナビ・プロジェ

クト」の充実を図り、未来の地域の担い手となる人間を育成する。 

②生徒の「自分事」としての課題研究活動と各教育活動の連携を図り、課題解決能力をは

じめとする多様な資質・能力を育成し、生徒のキャリア形成を図る。 

 ③普通科改革の先駆的な取り組みを県内外に発信し、「地域に根ざした高等学校」のネ

ットワークの構築を進めるための体制・運営の研究を進める。 

（５）中学校・地域社会・保護者との連携 

 ①学校ホームページ、学校だより、保護者へのメール配信などを通じて、学校から最新

情報を発信し、本校への理解を促進する。 

 ②学校説明会やオープンスクールを含めた広報体制の改善により生徒募集活動の充実

を図り、志願者の増加を図る。 

（６）教職員の「ワーク・ライフ・バランス」の推進 

 ① 教員間の協働性を高め、持続的な教育活動が展開できる職場環境づくりを推進する。 

 

 

不断の授業改善を通して教科学習の充実を図るとともに、松浦市唯一の県立高校とし

て、地域や大学等との協働による学びの充実を通して、地域や社会のリーダーとして活

躍できる能力を身に付けた人間の育成を目指します。 

地域や社会の課題解決に貢献できる人間の育成を目指します。 

 

  

○グランドデザインを起点とした、カリキュラム・マネジメントの推進 

・「育成を目指す人物像」及び教育活動目標「支えあい、伸ばしあう学びの推進」、「一人ひとり

の進路希望の実現」を踏まえた、各教育活動の「充実」と「見える化」の推進 

○進路指導とまつナビ・プロジェクトとの関連を強める等、生徒のキャリア形成を組織的に支援 

○「まつナビ・プロジェクト」コンソーシアムとの連携などによる、発信力の強化 
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１－４ 令和４年度グランドデザイン 

 令和４年度の松浦高校のグランドデザインは以下のとおりである。将来の目標を持ち、そ

の実現に向けて主体的に努力を続ける人間になるための「キャリア形成力」、社会の一員と

しての責任感を持ち、相手を思いやることのできるなど、品性を備えた人間になるための

「責任言動力」、地域や社会の課題解決や発展に貢献しようとする意欲を持つ人間になるた

めの「ふるさと貢献力」といった力を身に付けた生徒を育てる。この実現のために、生徒が

「主役」の活動や「責任ある言動」を伸ばす活動、キャリアプランに応じた学び、まつナビ・

プロジェクトそして、松高キャリアプランニングといった学びの充実を図っていく。 
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２．事業構想（ビジュアル資料） 

 松浦高校における本事業の構想は以下のとおりである。 
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３．令和４年度実施計画の概要 

３－１ ３ヶ年の実施計画の概要 

地域科学科（地域社会学科）における令和４～６年度の取組の実効性を高めるため、

取組の目的・目標及び教育活動を通じて生徒が獲得することを目指す「資質・能力」を

踏まえ、次のⅠ～Ⅲの実施計画及び各年度における実施計画を策定。 

（１）実施計画 

 Ⅰ 育成を目指す「資質・能力」に基づき、教科等を横断する学びを含む、生徒の自己有

能感を高める教育活動と学習評価を一体的に行うカリキュラムの研究開発 

 Ⅱ コンソーシアムを中心とした、中学校と高等学校の学びの連携・交流及び高等学校

と大学・企業等の連携による、ＳＤＧｓを踏まえた地域課題解決型探究活動及びキャ

リア形成力の涵養活動を組織的に支援する体制の構築・運営の充実 

 Ⅲ 県内外の「地域に根ざした高等学校」のネットワークの構築と、地域・学校活性化を

目標とした学びを進める体制・運営の研究開発 

 

（２）各年度における実施計画 

○令和４年度 

 計画Ⅰ 各教育活動ルーブリック評価規準作成・実践・改善 

計画Ⅱ 中高・高大職連携の推進とその効果等の検証に基づく連携・協力体制の在り方

を含む改善 

計画Ⅲ 「地域高校」ネットワークの構築・交流の開始 

○令和５年度 

 計画Ⅰ 生徒のキャリアプランの作成状況を踏まえたルーブリック評価規準の検証・改

善及び各教育活動への反映 

計画Ⅱ 令和４年度の検証等を踏まえた支援体制の充実と生徒の探究活動等への支援

の検証・改善 

計画Ⅲ 「地域高校」ネットワーク参加校における生徒間の協働活動の推進、教員間の

情報共有 

○令和６年度 

 計画Ⅰ 地域科学科１回生のキャリアプランの実現に向けたプロセスの検証等による

総括、次年度以降の計画策定 

 計画Ⅱ 地域・学校活性化に向けた、３年間の生徒支援の検証等による総括、次年度以

降の計画策定 

 計画Ⅲ 「地域高校」ネットワークの３年間の取組の検証等による総括、次年度以降の

計画策定 
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３－２ 令和４年度の計画の内容 

月 
事業の内容 

カリキュラムや教育方法等の開発 関係機関等との連携・協力体制の構築 

５

月 

〇「資質・能力」を獲得するために、

ルーブリック評価規準を用いたポー

トフォリオへの記録と運用開始 

○商業科との連携による教科横断的な 

取組 

〇学びアドバイザーと本校プロジェク  

トチーム教職員による、全教育活動に  

おけるルーブリック評価規準の作成 

開始 

６

月 

〇生徒が自ら学び、行動する力を身に

付けるために、ＫＪ法等を用いたワ

ークショップの実施 

〇各部活動で設定した目標に基づき、

責任言動力の向上に向けた活動を進

めるために、高校総合体育大会長崎

県大会に参加 

〇キャリアプランの実現に向けて、生 

徒の各専門領域への興味関心を高め、

進路意識の向上を図るために、進路講

演会を実施 

〇本校の研究開発に対する支援及び事業

推進体制の構築を図るため、第１回コ

ンソーシアム会議を、また、今年度の

実践活動について指導助言を行う第１

回運営指導委員会の実施 

〇進学や就職といった幅広い進路につい

て学びつつ、地域との協働による活性

化を図るために高大連携講座を実施 

〇これまでの高校間交流をもとに、「地  

域高校」ネットワーク構築に向けた連 

絡・調整を開始 

７

月 

〇ふるさとへの貢献意欲を高めるため

に、松浦市の現状を知り、歴史等に

ついての情報収集を行う、生徒が企

画したバスツアーを実施 

〇将来的に松浦市を担うふるさと貢献  

力と課題分析・解決能力を高めるた  

めに、生徒が松浦市未来会議へ参加 

（教職員も参加） 

〇今後の探究活動において、深い学びを

実現するために行うバスツアーについ

て、松浦市やコンソーシアム等と企

画・調整を実施 

〇地域や学校の活性化について考え、生  

 徒の自己有能感を高めるために、県内  

の高校による「長崎を元気にするアイ  

ディアコンテスト」（県主催）協議会 

に参加 

８

月 

〇紛争を解決し、平和な状態を維持す  

 ることの大切さを生徒自らが学び、  

 行動する力を身に付けるために、８ 

月９日平和学習を実施 

〇中学校との学びの連携・交流を進める

ために、本校オープンスクールを開催 
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９

月 

〇上級生等とのコミュニケーション力

や責任行動力を高めるために、体育

祭を実施 

〇ＩＣＴを有効活用し、キャリア・プ 

ランニング力を高め、進路希望の実現

につなげる職業調査を実施 

〇本校のグランドデザインやスクール 

ミッション・ポリシー等の周知、募集 

活動及び中学校と高等学校の学びの 

連携・交流を進めるために、中学生向 

け説明会を実施 

１

０

月 

〇コミュニケーション力や課題分析・

解決能力を身につけるために、バス

ツアー報告会を実施 

〇クラスや部活動等が一体となり、生徒

の自己有能感を高めつつ責任行動力

を身に付けるために文化祭を実施 

〇バスツアー報告会において、今後の研

究活動の検証・改善を図るために県内

外「地域高校」ネットワークによる意見

交換会を実施 

１

１

月 

〇地域の未来を担う人材育成を図りつ

つ、ふるさとへの貢献意欲を高める

ために、「地域の達人」による人生の

達人セミナーを実施 

〇教科等の横断的な学びを進めるとと

もに、課題分析・解決能力の基礎的な

力を身に付けることを目指した公開

授業を実施 

〇県内外の「地域における学び」を推進し

ている高校と本校ファシリテーター等

でネットワークを構築するために、地

域のコーディネーター等による連携・

協働研究ミーティングを実施 

１

２

月 

〇将来の職業選択につながる生徒のキ

ャリアプランニング力を高め、自ら学

び、行動する力を身に付けるために、

職業講話を実施 

〇コンソーシアム等と生徒が次年度実施

する課題研究活動のテーマの設定に向

けて、コンソーシアムの構成事業所等

と連絡・調整を実施 

１

月 

〇課題発見・テーマ設定力といった課題

分析・解決能力を身に付けるために、

地域の未来を考察し、発表、実践する

次年度実施の課題研究活動テーマ設

定 

〇県内外の「地域高校」ネットワークを活

用し、学校活性化につながる、生徒の学

習意欲を高めるオンライン交流会を実

施 

２

月 

〇課題研究活動の実践活動の手法等を

学びつつ、コミュニケーション力等を

高めるために、２年生の課題研究発表

会を参観 

〇地域との協働による活性化を図るため

に、生徒の多様な課題研究に応じた、コ

ンソーシアムとの連携・協力体制につ

いて調整を図る 
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３

月 

〇生徒個々のキャリアプランに基づく

進路希望実現のために、ポートフォリ

オを用いて、１年間の活動の振り返り

を実施 

〇年間を通した課題研究活動の検証を行

い、次年度の計画立案を行うために、

コンソーシアム会議を実施 

〇年間を通した事業の検証及び指導助言

を行うために、運営指導委員会を実施 

 

３－３ 事業の進捗状況の定期的な確認や改善計画 

地域科学科における事業の進捗を管理するともに、計画Ⅰ～Ⅲを中心に進める事業の

質的な向上を図るため、ＰＤＣＡサイクルに基づく組織マネジメントを校内外の組織

をつなげて推進する。その際、成果指標（アウトカム）設定の考え方等に基づき、事

業の成果と課題を検証する。 

（１）定期的な確認や改善を図る組織及びその活動内容 

①地域科学科・活性化ミーティング（プロジェクトチーム） 

  ・成果目標を踏まえて、研究開発の進捗管理を行い、計画・方法等の改善を図る。 

②コンソーシアム会議 

・定期的なコンソーシアム会議における、松浦高校との連携の内容・方法等に関する

意見等を踏まえ、プロジェクトチームが中心となって改善案を検討する。 

③運営指導委員会による検証・改善 

・定期的な運営指導委員会による、成果目標を踏まえた事業の検証及び指導助言等に

より、プロジェクトチームが中心となって改善案を検討する。 

 

（２）成果指標（アウトカム）設定の考え方 

①計画Ⅰにおける成果指標 

・生徒個々のキャリアプランを踏まえた、進路希望の実現率（％） 

②計画Ⅱにおける成果指標 

・課題研究発表会等において、審査員等から地域活性化への貢献度が高いと認められ

た研究プロジェクト数の割合（％） 

③計画Ⅲにおける成果指標 

・育成したい資質・能力（課題分析・解決能力、コミュニケーション力、ふるさと貢

献力）に関するルーブリック評価規準の到達度（５段階）における生徒自己評価の

平均値 

 

（３）その他 

①生徒、保護者、教職員等アンケートの実施 

 ・地域科学科の取組に関する理解度、満足度等のアンケート調査の結果分析に基づ

き、事業計画の改善を図る。 
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３－４ 成果の普及のための計画 

次の（１）～（３）により、成果の普及を図る。 

（１）小・中学校及び地域等への成果普及 

①松浦高校のＷｅｂページ上に専用のカテゴリを作成し、以下の生徒の活動状況を随

時更新する。 

②松浦高校の生徒が、小・中学校を訪問し、児童・生徒向けに課題研究の成果を発表す

る。 

 

（２）県内外の「地域に根ざした高等学校」のネットワーク間の成果共有・成果普及 

 ①互いの活動や成果を共有し、協働することによって生じる各種の成果をそれぞれの学

校が発信し、全国レベルでの普及につなげる。 

 

（３）教員向けの成果共有・成果普及 

①実践報告発表会等において地域への貢献度が高いと認められる生徒のプロジェクト

を共有するため、Ｗｅｂへの掲載・配信や関係各校への報告書等の送付により、広

く情報発信を行う。 

 

３－５ 管理機関の役割と実施計画 

（１）実施体制における実施体制や事業の管理方法 

本事業の管理･指導･支援は、長崎県教育庁総務課県立学校改革推進室及び高校教育課

が行うこととする。 

①管理機関は、本事業の運営に関して指導助言に当たる運営指導委員会を設置すると

ともに、地域課題解決型学習を組織的に支援するコンソーシアムとの連携協力体制を

整備する。また、その連携協力が円滑に行われるよう、連絡調整を担うコーディネー

ターを松浦高校に配置する等、取組の支援を行う。 

・運営指導委員会は、学識経験者や行政職員等、専門的見地から指導助言に当たる第三

者により組織し、事業の目的・目標を踏まえた地域科学科の研究内容について客観的

に検証及び指導助言を行う。 

・コンソーシアムは、松浦市、大学、地元企業・経済団体、小・中学校等、豊富な実践

と高い見識を持つ方々により構成し、幅広い視点から専門的な指導と助言を受けられ

る体制を築く。 

・コーディネーターには、管理機関、松浦高校、コンソーシアムと将来の地域ビジョン・

求める人材像等を共有でき、地域の実情や魅力・課題に深い見識を有する方を指名す

る。 

②管理機関は、運営指導委員会と連携しながら、定期的に松浦高校を訪問し、教育課程

編成、学校設定科目、カリキュラム・マネジメント、ルーブリック評価規準及び授業

改善への指導助言等を行うとともに、コンソーシアムの更なる充実や、「地域に根ざ

した高等学校」ネットワーク構築に向けて必要な支援を行う。そして、進捗状況を把



11 

 

握した上で事業全体を管理し、事業の検証・改善への提案を行う。 

③地元松浦市や松浦高校と連携しながら各種メディア等における広報活動を行い、新

学科における教育活動や「資質・能力」について、中学生、保護者、地域住民への周

知及び理解促進を図る。また、松浦高校を普通科改革のモデルケースとして、実践報

告発表会等を通して他校への普及を図る。 

 

（２）管理機関における事業全体の成果検証、評価のための体制、考え方 

管理機関は、松浦高校、コンソーシアム会議及び運営指導委員会と連携し、事業全体

の成果検証及び評価を行う。 

①松浦高校と連携した検証・評価 

 ・生徒の目標達成度合いについて、管理機関、学びアドバイザー等により評価を行

い、取組の成果を検証する。検証した結果は、運営指導委員会に報告する。 

 ・広報活動により、地元中学生や保護者に対して、地域科学科の設置目的や、「資

質・能力」についての理解促進が図られたかどうかを検証する。 

 

②コンソーシアム会議と連携した検証・評価 

 ・探究活動への研究支援及び生徒のキャリア形成への支援の充実に向けた取組の検証

及び評価を行う。 

 

③運営指導委員会と連携した検証・評価 

・コンソーシアム会議等から報告された検証結果も踏まえ、事業全体の成果検証及び

評価を行う。 

・成果検証及び評価の結果について、コンソーシアム会議等に対してフィードバック

を行う。 

・定期的な運営指導委員会による事業の検証及び指導助言等を踏まえ、プロジェクト

チームが中心となって改善案を検討し、以後の計画等に反映させるとともに、次回

会議でその内容を報告する。 
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４．先進的な教育の取組の概要 

４－１ 実施計画の概要 

（１）松浦高校普通科（令和３年度まで）の特色 

①松浦高校は、長崎県松浦市内にある唯一の高等学校であり、普通科・商業科の併設校

である。 

②入学者の減少を受けて、平成２５年度から、松浦市による、松浦高校の生徒を対象と

した就学支援制度が創設された。また、翌２６年度には、それまでの普通科に加えて、

中学生の多様な進路希望への対応を図るため商業科が併設され、普通科２クラス（定

員８０名）、商業科１クラス（定員４０名）となった。 

（２）地域科学科の導入 

①令和３年６月に策定した「長崎県立高等学校教育改革第９次実施計画」により、松浦

高校のこれまでの取組の成果や国の普通科改革に係る制度改正等を踏まえ、地域や社

会の未来を担うリーダーの育成を図るために、現在及び未来の地域社会が有する課題

や魅力に着目した科学的・実践的学びに重点的に取り組む地域科学科（地域社会学科）

を、令和４年４月から普通科にかえて導入する。 

（３）先進的な教育の取組～まつナビ・プロジェクト～ 

①平成２９年度から、松浦市と協働して、ふるさとを大切にする姿勢を身に付けること

を目指して、松浦高校２年生が地域課題の解決策について調査・考察・発表する教育

活動 ～「まつナビ」～ が開始された。 

②令和元年度までの３年間で取り組んだ「まつナビ」を進化させた新たな地域課題解決

型学習が「まつナビ・プロジェクト」であり、令和２年度から令和４年度まで文部科

学省委託事業「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）の研

究指定校となった。 

③「まつナビ・プロジェクト」 

松浦高校と松浦市が協働で取り組んできた高等学校２年生での地域課題解決型学習

「まつナビ」に、１年生での「プレまつナビ」、３年生での「ポストまつナビ」を連

動させて、３年間の連続性のある探究学習に進化させたもの。生徒の課題解決能力を

高めること等を目指して次のⅠ、Ⅱの研究開発単位を設定し研究開発を実施する。 

Ⅰ 地域を愛し大切にする姿勢の育成と課題解決能力を高めることを目指した、

高等学校３年間の地域課題解決型学習を充実させるカリキュラムの研究開発 

Ⅱ コンソーシアムをはじめとする、地域課題解決型学習を組織的に支援する体

制についての研究開発 
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５．地域科学科 

５－１ 設置の目的 

（１）学際領域学科又は地域社会学科を設置する高等学校を取り巻く状況の分析、学際領域

学科又は地域社会学科を設置する必要性 

①松浦高校を取り巻く状況 

・長崎県は若者の流出や人口減少が著しく、地域を担う人材不足が深刻化している。そ

のため県内の多くの地域において、高等学校と地元自治体等が協働して地域活性化に

資する人材の育成に取り組んでおり、今後その取組をさらに充実させるため、学校間

の活動の連携を深めるネットワークづくりを進めることが求められている。 

・松浦高校は、令和３年度に６０周年を迎えた松浦市内にある唯一の高等学校（普通科・

商業科設置）であり、地域社会の未来を担う人材の育成が期待されている。 

・松浦市からは、就学支援制度の創設（平成２５年度～）、地域課題解決型学習「まつナ

ビ」への支援（平成２９年度～）、文部科学省委託事業「地域との協働による高等学

校教育改革推進事業（地域魅力化型）」の研究開発（令和２年度～）において、多角的

な支援が行われている。 

・市内中学校の保護者を含む地域の方々からは、自ら学ぶ姿勢を身に付け、基礎学力を

高めることで生徒一人ひとりの進路希望の実現を図ることが求められている。特に大

学進学に向けた教育活動の充実を望む声が強い。また、生徒一人ひとりの責任ある言

動ができるなどの「人間力」の育成や県内外の高校生との交流を深めたり、部活動の

活性化を進めたりすることによる、「活力ある」学校づくりが求められている。 

 

②地域科学科を設置する必要性 

・松浦高校のこれまでの取組の成果や国の普通科改革に係る制度改正等を踏まえ、地域

や社会の未来を担うリーダーの育成を図るために、高等学校が立地する地元自治体を

中心とする地域社会から得られる様々な分野の知見を学ぶことにより教養を深め、現

在及び未来の地域社会が有する課題や魅力に着目した科学的・実践的学びに重点的に

取り組む学科を設置する。 

・県内の「地域に根ざした高等学校」の先行モデルとして導入し、取組の成果の普及を

図る。 

・地域科学科においては、前述の内容を踏まえ、以下の１～３の取組の推進が必要であ

る。 

１ 生徒個々のキャリアプランの作成をすすめ、そのプランに基づく進路希望の実現 

２ 松浦高校と近隣の中学校及び大学等との協働による地域活性化への貢献 

３ 県内外の「地域に根ざした高等学校」との連携等による参加高等学校の活性化 
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（２）学際領域学科又は地域社会学科における取組の目的・目標（学際領域学科又は地域社

会学科における教育を通じて育成を目指す資質・能力を含む） 

①目的 地域社会の未来を担うリーダーの育成 

     ～目指す資質・能力の涵養と地域活性化への貢献～ 

②目標  

１ 生徒個々のキャリアプランに基づく進路希望の実現 

２ 中学校、大学等との協働による地域活性化への貢献 

３ 県内外の「地域に根ざした高等学校」との連携等による学校活性化 

 

③育成を目指す人物像及び育成を目指す資質・能力（以下、「資質・能力」。○ａ～○ｆ） 

１ 将来の目標を持ち、その実現に向けて努力を続ける人物（キャリア形成力） 

○ａ「働くこと」に関する情報の取捨選択を含むキャリアプランニング力 

○ｂ自ら学び、行動する力 

○ｃ課題分析・解決能力（課題発見、データ分析、論理的考察、計画性等） 

○ｄコミュニケーション力（傾聴・対話・プレゼンテーション） 

２ 責任感があり、相手を思いやる言動ができるなど、品性を備えた人物 

（○e責任言動力） 

３ ふるさとを大切に思い、その発展に貢献しようとする意欲を持つ人物 

（○ｆふるさと貢献力） 

 

④地域科学科における教育（概要） 

 「資質・能力」をもとに、次の１～５の教育活動の関連性を強める。また、各教育活

動のルーブリック評価規準を明示し、生徒が各教育活動における取組の自己評価を行

い、その改善を図ることができるようにする（指導と評価の一体化の推進）。 

 １ 松高キャリア・プランニング 

２ まつナビ・プロジェクト（「地域高校」ネットワークの構築・協働研究を含む） 

 ３ 一人ひとりの生徒のキャリアプランを踏まえた普通教科の学びの充実 

４ 生徒の自己有能感を高めるための主体的な活動（生徒会活動、ボランティア等） 

 ５ 生徒の「責任ある言動」を伸ばす活動（部活動等） 

 

⑤「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）」と並行した取組

について 

・上記「②目標１」では、「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」研究開

発単位Ⅰにおける「カリキュラムの研究開発」をさらに進め、育成を目指す資質・

能力を身に付けさせるための指導と評価を一体的に行うカリキュラム開発を推進する。 

・上記「②目標２」では、コンソーシアムにも入る長崎大学・長崎県立大学等との連

携（大学生との交流も含む）により生徒の学びの充実を図る。また、コーディネー

ターの設置により松浦市内の中学校との連携も強化し、中学校の「ふるさと教育」
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と「まつナビ・プロジェクト」をつなげる中高連携により教育活動の充実を図る。 

・上記「②目標３」では、普通科改革に取り組んでいる県内外の高等学校とのネット

ワーク構築を進め、連携校間の研究開発の共有による教員の資質・能力の向上及び

生徒間交流による生徒の資質・能力の向上に取り組んでいく。 

 

５－２ 令和４年度における活動の重点項目 

（１）主な教育活動 

①松高キャリア・プランニング 

・「自分の将来」について考え、決断し、その実現に向けた実践につなげる教育活動 

・ルーブリック評価規準を活用した各教育活動における定期的な自己評価（振り返り）

と「松高ポートフォリオ」への記録・検証・取組の改善 

 

➁まつナビ・プロジェクト（「地域高校」ネットワークの構築・協働研究を含む） 

・地域課題解決型学習により、「課題分析・解決能力」、「ふるさとを大切にする姿勢」

を育成 

・松浦市、長崎大学、長崎県立大学をはじめとする学校外の組織等との協働 

・「地域に根ざした高等学校」のネットワークを構築した上で協働研究等を実施 

 

③一人ひとりの生徒のキャリアプランを踏まえた普通教科の学びの充実 

・生徒一人ひとりのキャリアプランを踏まえ、ＩＣＴを有効に利活用した、主体的で対

話的な深い学びの推進 

・まつナビ・プロジェクトとの関連を深めることなどによって「課題分析・解決能力」

等を伸ばす学びの推進 

 

④生徒の自己有能感を高めるための主体的な活動の推進 

・生徒会が中心となった行事等の企画・運営 

・特別活動などにおける生徒の自発的な活動の充実 

 

⑤生徒の「責任ある言動」を伸ばす活動 

・特別活動等における、生徒相互が「支え合い、伸ばしあう学び」の推進 

・各部活動で設定した目標に基づく、「人間力」向上に向けた活動の推進 

 

⑥商業科との連携による教科横断的な取組 

地域科学科での学びを深めつつ、地域課題解決型学習を進める上で必要な課題分析・

解決能力等のさらなる向上を図るために、商業科の「情報処理」や「マーケティング」

等の授業内容の一部を、地域科学科の総合的な探究の時間及び学校設定科目等に取り

入れるなど、教科横断的な取組によるカリキュラムの研究・開発を行う。 
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（２）コンソーシアム等の関係機関等との連携・協力体制の構築の考え方・方法 

①連携・協力体制構築の考え方 

「資質・能力」の育成を図るため、コンソーシアムを中心に、まつナビ・プロジェク

ト（地域課題探究）での探究活動及び地域の中学生・高校生のキャリア形成力育成を

図る活動をはじめとする取組への支援の充実を図る。また、生徒の多様な探究活動等

に対応するため、助言等が可能となる団体・人物に支援を依頼するなどして、協力体

制の強化を図る。 

 

②連携・協力体制構築における重点項目 

【令和４年度】 

 ・ふるさと学習を起点とした中高協働学習や、高等学校、大学及び地元企業等の連携（以

下、「高大職連携」。）によるＳＤＧｓを踏まえたまつナビ・プロジェクトの探究活

動及び中・高校生のキャリア形成力育成活動への支援の充実を図る。 

 ・コンソーシアムによる効果検証等に基づき、校内の「地域科学科・活性化ミーティン

グ」に「学びアドバイザー」や関係機関の担当者に定期的に参加してもらい、持続可

能な組織の在り方を含む連携・協力体制の改善を図る。 

【令和５年度】 

 ・令和４年度の検証等を踏まえて、連携・協力体制の充実と生徒の探究活動へのより効

果的な支援を進めるとともに、検証をさらに進め、連携・協力体制の改善を図る。 

【令和６年度】 

 ・地域・学校活性化に向けた中高・高大職連携をはじめとする松浦高校と参加組織等

との３年間の取組の検証等による総括、次年度以降の連携・協力体制等の進め方に

ついて検討する。 

 

  



17 

 

５－３ 先進的な教育の取組～まつナビ・プロジェクト～ 

（１）まつナビ・プロジェクトとは 

平成２５年度、松浦市内唯一の高校である松浦高校への入学者の減少などもあって、松

浦市による、松浦高校の生徒を対象とした就学支援制度が創設された。当時は２年生全員

を複数の研究班に分け、松浦市役所職員が班毎のファシリテーターとなり、学年担当教職

員とチームを組んで生徒の課題研究を支援する体制で始められた。平成２９年度からは、

松浦市と松浦高校が協働して、学校の魅力を高めことなどを目指した、地域課題の解決策

について調査・考察・発表する教育活動が始められた。これが「まつナビ」である。 

令和２年度からは３年間を見通したカリキュラムに変更した。また、同年度から令和４

年度までの３年間、文科省委託事業「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地

域魅力化型）」の研究指定校となった。 

さらに、令和４年度４月より普通科は、新しい普通科である「地域科学科」が開設され

ると同時に文科省２つ目の委託事業である、「新時代に対応した高等学校改革推進事業（普

通科改革支援事業）」の研究指定校となり、令和４年度については、文部科学省の２つの事

業の指定を受けることになった。 
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（２）年間実施内容 

以下の表は、本事業対象の地域科学科１年生におけるまつナビ・プロジェクトの年間

実施内容である。 

（表中の数字は実施回数である。） 

業務項目 

実施日程 

４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

1 0

月 

1 1

月 

1 2

月 

１

月 

２

月 

３

月 

１

年 

①教科横断型と地域連携

の授業づくり 
      1 １ 1    

➁課題研究活動に必要な

知識・技能習得 
１ ２ ３ 1  1 1      

③研究テーマ設定        １ ３ ３ ２ ２ ２ 

 

①教科横断型と地域連携の授業づくり（１０月～１２月） 

②地域課題研究のための知識の習得（４月～７月、９月、１０月） 

③バスツアー（５月～９月） 

（ア）事前調査    

（イ）バスツアー準備 

（ウ）バスツアー実施 

（エ）バスツアー報告会 

④研究テーマ設定（１０月～３月） 

 （ア）フィールドワーク（志佐んぽ） 

 （イ）地域伝統行事（淀姫神社の神事「流鏑馬」見学） 

 （ウ）市役所各課からの現状説明会（ブース形式説明会）  

 （エ）フレームワーク（ロジックツリー）学習 

 （オ）個人テーマ設定 

（ａ）テーマ設定の導入 

（ｂ）個人テーマ設定・発表 

（ｃ）課題研究構想発表会  

 

 

 

 

＊実際に活動については、「第２章」で説明する。 
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第２章 事業の内容（実施計画Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ） 

１．実施計画Ⅰ                                    

１－１ 活動目標 

生徒個々のキャリアプランに基づく進路希望の実現 

１－２ 実施計画 

生徒の自己有能感を高める教育活動と学習評価を一体的に行うカリキュラムの研

究開発 

１－３ 活動実績 

（１）カリキュラムの検討 

松高キャリア・プランニング 

・「自分の将来」について考え、決断し、その実現に向けた実践につなげる教育活動 

【成果】 

・地域課題の解決に向けて「自分ごと」として研究活動を進め、課題発見力・テーマ設

定力等を身につけるために、これまでの学習を参考としてファシリテーター（教員）

の支援を受けながらテーマ設定を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■課題研究テーマ設定に向けての活動例 

 

・これまでの活動を参考にしながら個人のテーマを設定し、発表会を行った。 

 

■発表スライド例 

 

 

 

 

 

 

■個人テーマ発表会 
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■発表スライド例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊その後、班編成を行い、３月１７日（水）に、長崎県立大学の学生をアドバイザ

ーとして、課題研究構想発表会を実施した。 

■課題研究構想発表会テーマ一覧 

順 班 地域課題テーマ タ イ ト ル 

１ ６ 少子化 子育てお助け倶楽部 

２ ８ ゴミ環境問題 ゴミリメイクで幸福を 

３ ３ フードフェスタを開催 こーてって！～松高フードフェスタ～ 

４ ５ 廃校を活用して自然の家にする 松浦あジョブる自然学園 

５ ２ お菓子開発 ＨＡＰＰＹ菓子改革 

６ ７ 松浦の社会減 ｗｉｔｈ松浦 

７ ４ ゲームを使って町おこし オフライン 

８ 11 観光客の増加 バイクＭＴ２３・フードイベント 

９ 10 学生が集まる場所が少ないこと 空き家を活用し学生が集まることがで

きる場所を創ろう 

10 ９ 農業支援（農業の魅力を伝えること

で農業の人口問題を解決する） 

長崎の廃れてしまった伝統野菜を復活

させる！ 

11 12 民話を活用し地域活性化 カッパの頭と松浦の経済に潤いを 

12 １ 松浦の知名度を上げる・人口増加 松浦名物ガチャポン 

 

・「まつナビ・プロジェクト」における地域課題のテーマ設定において、自らの興味・関

心にそって設定するという方向性を学年団で共有した。 

・５人程度の少人数のグループでのテーマ設定後、生徒一人ひとりと担当教員が面談を

行い、テーマ設定と自らの興味・関心の関連性について確認をした。 

・自分ごととしたテーマ設定を通じてキャリア形成とのつながり強めることができた。 
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【課題】 

・生徒が設定するテーマが、過去の実践テーマに引きずられる傾向が強い。 

・生徒一人ひとりのキャリア形成につながる課題研究テーマ設定が不十分である。 

・見通しをもった高校生らしい研究活動が不十分である。 

【次年度への反映】 

・テーマ設定にいたる過程で、生徒にとって「自分ごと」のテーマとなるように、ＬＨ

Ｒ等における「自分の将来」を考える活動とリンクさせていく。 

・「自分の将来」を考えることができるよう、キャリアプランに関する研修をできるだ

け多く設定する。 

 

②ルーブリックを活用した各教育活動における定期的な自己評価（振り返り）と「松高ポー

トフォリオ」への記録・検証・取組の改善 

【成果】 

・学びコーディネーターである長崎大学教育学部井手弘人准教授の助言により本校の

プロジェクトチームが作成したルーブリックを採用した。 

・各活動の振り返りの際にルーブリックを用いて自己評価を行った。 

・「松高ポートフォリオ」を用いて、生徒は日々の学習や生活及び「まつナビ・プロジェ

クト」の活動の振り返りを行い、自らの学びの内容や深まりについて検証・改善を図

ることができた。 

【課題】 

・ルーブリックやポートフォリオの作成は、プロジェクトチームの教員だけで行ってお

り、その意義がまだ全教員に浸透していない。 

・生徒にとってわかりやすく、他者からの評価も取り入れやすいルーブリックになって

いない。 

・ポートフォリオのデジタル化が進んでいない。 

【次年度への反映】 

・ルーブリックによる生徒の自己評価を精査し、カリキュラム開発の方針に反映させて

いく。 

・ルーブリックを生徒や地域の関係者と共有し、評価に生徒の考えを反映させていく。 

・ポートフォリオについては、デジタルでの作成を検討する。 
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（２）まつナビ・プロジェクト 

①地域課題解決型学習により、「課題分析・解決能力」、「ふるさとを大切にする姿勢」等を

育成 

【成果】 

・１年生が探究の手法や必要なマインドセットを身に付けるために、外部講師による探

究講演を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

■外部講師による探究講演           ■グループ探究活動 

 

・松浦市とその近隣都市の現状を知り、歴史等についての情報収集を行うために、生徒

が企画したバスツアーを実施した。なお、生徒は以下のＡ～Ｄの４つの希望するルー

トに分かれてツアーを実施した。 

■生徒企画のバスツアーのルート 

班 コース ルート 内容 

A 
地域貢献・
地域活性化
コース 

大山公園 大山公園見学・質疑応答（インタビュー調査） 

いろは島・花と冒険の島
公園 

いろは島見学・質疑応答（インタビュー調査） 

伊萬里百貨店 百貨店社長へインタビュー調査 

B 
人口・ 
環境問題 
コース 

県立大 
地域課題の現状とその対策に関する講話・ディス
カッション 

海きらら 海洋生物を取り巻く環境の学習 

星きらり 太陽が地球に与える影響の学習 

C 産業コース 

エミネントスラックス 工場見学・質疑応答 

平戸市役所 観光客誘致についての工夫について・質疑応答 

平戸大橋公園 昼食休憩 

双日ツナファーム 工場見学・質疑応答 

エンマキ 工場見学・質疑応答 

D 
歴史・国際 
・文化 
コース 

鷹島 住吉神社 神社見学・質疑応答 

文化財センター 文化財の説明 

今福 今福神社 神社見学 

星鹿 姫神社 神社見学 

志佐 淀姫神社 神社見学 
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〇A班（地域貢献・地域活性化コース） 

 

 

 

 

 

◆大山公園      ◆いろは島・花と冒険の島公園    ◆伊萬里百貨店 

 

 

〇B班（人口・環境問題コース） 

 

 

 

 

 

 

◆長崎県立大学        ◆海きらら        ◆星きらり 

 

 

 

 

 

 

 

★生徒感想 

 伊萬里百貨店では新しいモノを作るのではなく、脈々と受け継がれる伊万里の魅力あるヒ

ト、伊万里の魅力あるモノ、伊万里の魅力あるコトを全国でも文化や風景、今ある地域資源を

ベースに規格からデザイン、販売までワンストップで商品化していることがわかった。地元の

情報を伝えるなどして街を盛り上げていくなどといった今回学んだことを参考にしながら今

後のまつナビをみんなと協力して活かしていきたい。 

★生徒感想 

 長崎県立大学に行き、話を聞くだけでなく意見を共有しあう場を設け皆の意見を聞くこ

とができました。人口問題について向き合い、これからの未来をどう変えていくのかを考

えていきたいです。少子高齢化が進行しているのは事実ですが、行動しない限り何も変わ

らないままなので自分たちの故郷、松浦の長所を生かし地域活性化に取り組んでいきたい

と思います。 



24 

 

〇C班（産業コース） 

 

 

 

 

 

◆エミネントスラックス    ◆双日ツナファーム     ◆日本遠洋旋網漁協 

 

 

〇D班（歴史・国際・文化コース） 

 

 

 

 

 

◆市文化財センター       ◆淀姫神社          ◆姫神社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★生徒感想 

 私はエミネントスラックスについてあまり知らなかったのですが、今回のバスツアーを通

してエミネントスラックスは世代を渡ってみんなで働けるいい会社ということと、高品質な

スラックスを作って全国の人に使ってもらうことができるすごい会社だということも同時

に知ることができました。 

★生徒感想 

 お話を聞かせてもらって、私が印象に残ったことは、名前の由来です。「ぎぎが浜」はみこ

しを担いだ人たちが砂浜を歩いた時にギギ、ギギ、と砂が鳴いていたことからつけられた

名前と聞き、すごく面白いなと思いました。そして昔の人が神社を造った理由が、街をひと

つにするためと聞いてなんか微笑ましかったです。 
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・テーマ設定力やコミュニケーション力等を身に付けるために、徒歩で回れる地域を

活動班に分かれて、松浦高校周辺の松浦市志佐町のフィールドワークを行う、「志

佐んぽ」を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域の事業所を訪問してインタビュー    ■フィールドワークを行いながら清掃活動 

 

 

・コミュニケーション力・論理的思考力等を身に付けるために、９月１４日にこれま

での学習成果をまとめた学習報告会を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学習報告会 
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・校外での活動の機会を増やし、フィールドワーク等による地域との交流の機会が増え

た。 

・地域の伝統行事にも参加し、「ふるさとを大切にする姿勢」の醸成を図ることができ

た。 

・外部講師による研修会・ワークショップ等を実施し、生徒同士が協議をする場面を多

く取り入れ、グループでの課題解決に必要な対話のスキルや探究のスキル等を身に付

けさせた。 

・課題研究活動に必要な知識・技能習得のための豊富なインプットができた。 

【課題】 

・生徒の研究と地域のリソースとのマッチングが不十分である。 

・課題解決に必要なデータの収集・活用・分析力の育成が不十分である。 

【次年度への反映】 

・生徒が設定した研究テーマと地域のリソースのミスマッチを防ぐ方策を検討する。 

・大学との連携により、生徒のデータ活用に関する能力の向上や、教員のデータサイエ

ンスに関する研修を行い、生徒の学びの充実につなげる。 

 

②生徒の自己有能感を高めるための主体的な活動の推進 

生徒が中心となった行事等の企画・運営 

【成果】 

 ・「まつナビ・プロジェクト」に係る発表会の運営の一部を生徒に任せた。 

・イベント参画を通じて、若手事業者の郷土や子育てに対する思い、イベント運営の難

しさなどを知ることができ、学校で経験できない貴重な学びとなった。 

・松浦市の若手事業者が加盟する松浦商工会議所青年部（松浦ＹＥＧ）が主催する「松

浦こども博」に、生徒会役員の生徒が中心となって企画段階から関わった。 

【課題】 

  ・「まつナビ・プロジェクト」に係る行事等の企画に生徒の携わりが少ない。 

【次年度への反映】 

  ・「まつナビ・プロジェクト」に係る発表会の生徒主体の企画・運営。 

・オンライン会議を利用して、効率的に事業所と「まつナビ・プロジェクト」の打合せ

を行う。 

・市民が地域課題解決について考える「松浦未来会議」にできるだけ多くの生徒を参加

させ、幅広い年齢層の市民の考えを聞く機会を設ける。 
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（３）一人ひとりの生徒のキャリアプランを踏まえた普通教科の学びの充実 

生徒一人ひとりのキャリアプランを踏まえ、ＩＣＴを有効に活用した、主体的で対話

的な深い学びの推進 

【成果】 

・教科横断型と地域連携の授業づくり 

これまでの各教科での学びを多角的に深めるために、教科横断型と地域連携の授業

づくりを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■教科横断型授業             ■地域連携の授業 

（国語科と英語科）             （元寇船錨引上げ） 

 

■授業実践例 

 

教科・科目 

実施日 
授業内容 

まつナビ・プロジェクトと 

リンクする授業目標 

９月２６日 

地理総合 

台風を教材に防災について知るた

めの長崎地方気象台とのコラボレ

ーション授業 

専門的な台風等防災への知識・教

養を深める。また、台風通過時の

授業で自然災害の見識を高めた。 

10月２６日 

歴史総合 

淀姫神社における伝統的な流鏑馬

見学 

歴史総合の一環として、地域を愛

し大切にする姿勢の育成。 

1１月 18日 

地理＆数学 

エラトステネスになって、地球の

大きさを測定しよう 

論理的な思考で課題に取り組む

ことができるようになる。 

１２月 ６日 

歴史総合 

国学院大学池田教授による、鷹島

における元寇船の引き上げの講話 

歴史総合の一環として、地域を愛

し大切にする姿勢の育成。 

1２月２０日 

国語＆英語 

国語と英語で学習する「使役動詞」

を比較してみよう。 
課題発見能力を高める 

３月３日 

商業＆まつナ

ビ 

今後の研究構想発表会や２年次の

研究に向けて、効果的なパワーポ

イントの作成法を身に付けよう 

プレゼンテーション能力の育成 
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・教科横断型及びＩＣＴを利活用した授業を公開し、教育効果を高める授業の在り方を

全職員で共有できた。 

 

【課題】 

・ＩＣＴを有効に活用した主体的で対話的な深い学びが継続的に実践できていない。 

・地歴公民科以外の教科と外部機関の連携ができなかった。 

【次年度への反映】 

・ＩＣＴを利活用した授業についての計画的な研修の実施。 

・「まつナビ・プロジェクト」のカリキュラムの再検討やＩＣＴを利活用した授業改善

研修を通じて、これからの時代の教員に必要なスキルや主体性などのマインドセット

を図る。 

 

（４）松浦高校における事業の管理 

①地域科学科における、「資質・能力」の育成を目指した各教育活動の充実及び各教育

活動の関連性の強化を図るため、ＰＤＣＡサイクルに基づく組織マネジメントを以

下の体制で推進した。 

  ・地域科学科・プロジェクトチーム 

   プロジェクトリーダー（主・副）、コーディネーター、各学年の担当者等 

  ・地域科学科・活性化ミーティング 

   校長、教頭、プロジェクトリーダー、コーディネーター等 

【成果】 

・各教育活動の関連性を強め、「資質・能力」を育成する活動としていくための企画・調

整（カリキュラム・マネジメント）の推進を図った。 

・一人ひとりの生徒の「資質・能力」を育み、地域の未来を担う人材の育成を図るため

の「３年間計画」を策定し、計画に基づいた実践について検証・改善を図った。特に

８月以降は、課題解決型学習「まつナビ・プロジェクト」の年間計画の見直しをはじ

め、外部機関等の専門家にも助言をもらいながら、令和５年度の計画を作成した。 

・具体的な活動内容や目的の共通理解とマインドセットを行うために、毎週水曜日にプ

ロジェクトチームのメンバーに管理職を加えた意見交換等を実施し、まつナビ・プロ

ジェクト活動の充実を図った。 

【課題】 

・各教育活動の目標を各学年担当者間で共有しながら、教育活動を推進していくこと。 

・活性化ミーティングでの検討内容を各学年担当者に浸透させること。 

・教員間の意識やファシリテート能力の格差が存在すること。 

【次年度への反映】 

・活性化ミーティングにおける、普通科改革に係る各事業や実践について、それぞれの
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区切りごとに検証を行う。 

・生徒の自己評価等にもとづいて、各教育活動の改善案を検討する。 

・運営指導委員会・コンソーシアム会議における意見等を踏まえ各教育活動の改善案を

検討する。 

・活性化ミーティングの内容を全教員にフィードバック（情報提供）し、活動の目的の

目線合わせを行う（スキル格差を小さくする）。 

・活性化ミーティングと地域や生徒との協議会の実施（ルーブリックのブラッシュアッ

プ）。 

 

■資料（例）１０月２６日の MNP（まつナビ・プロジェクト）チーム会議 

＆活性化ミーティング 

第１７回 MNPチーム会議 

     活性化ミーティング 

令和４年１０月２６日 

校 長 教 頭 ３年主任 ２年主任 記録 

     

出席：【MNPチーム】  

【活性化ミーティング】 

 

 [議 題] 

【MNPチーム会議（地域との協働による高等学校教育改革推進事業）】 

１．今日の計画（１０月２６日） 

（１）プレまつナビ（６，７時間目） 

   →志佐くんち「やぶさめ」見学 １４：２０集合→１５：５０帰着 

（２）まつナビ（６，７時間目） 

   →校内発表会準備 支出計画書の提出をお願いします。 

（３）ポストまつナビ（７時間目） 

   →今後の活動計画「研究論文」進学就職決定者は論文を続けて完成させる 

２．その他情報共有 

（１）後期（３学期含む）計画について 

   →２年生は、中学校訪問（１月２５日）以降は４回しか活動日がない 

→進路別の活動や、進路調べを行いたい 

   →まつナビの活動は、まつうらしごと図鑑 

（２）年間計画について 

   →現在１年生学年団で、令和５年度の２年生の計画を立ててみる 

→令和５年度１年生の計画は、今年の１年生の活動から検討する 

→活動の一つひとつに教育効果があったのかを考え（検証し）ながら、また、学校行

事との兼ね合いを考えながら計画を立ててほしい。 
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（３）１１月２日（水）福島中学校 学校説明会（生徒派遣） 

→３年生６名を派遣予定 

→進路が決定している生徒でかつ、昨年度まつナビで班長だった生徒を選出 

 

【活性化ミーティング（新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）】 

１ 新しい活動（連携）予定 

１２月１０日（土） 松浦商工会議所青年部との協働で松浦こども博を実施する。 

（希望する生徒を募集・声かけをする） 

１月２４日（火） 志佐中学校との合同研修会勝山先生講演会（１年生） 

１月２５日（水） 市内中学校へのまつナビ発表（２年生） 

２ その他 

〇来年の志佐中生は、「学びのルール」の下で主体的な学びを行ってきた生徒が入学し

てくることを理解しておく必要がある。 

〇まつうら高校応援団（仮称）構想について、多くの事業所から賛同（協力）をもら

えそうである。 
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２ 実施計画Ⅱ 

２－１ 活動目標 

中学校、大学等との協働による地域活性化への貢献 

２－２ 実施計画 

地域及び学校活性化を図る教育活動等への支援体制（コンソーシアム等）の構築・充実 

２－３ 運営指導委員会 

（１）運営指導委員会の体制 

 

（２）運営指導委員会の取組 

①第１回：令和４年７月２８日(木)１５：４０～１６：３０ 松浦高校会議室 

       ※当初７月５日開催予定だったが、台風のため順延 

〈委員からの主な意見〉 

・新入生研修会でまつナビについて学習をしたり、先輩方の研究を聞いたりするという

アイデアは、高校の在り方や自校に対する思い入れを強くするうえでよいことである。 

・ルーブリック評価について、生徒の活動の振り返りを積み重ねていくことになると思

うが、良いコンテンツをスルーしないようにポートフォリオを検討してもらいたい。 

・何かプロジェクトを行うときには「俯瞰的」に考えることを必ず行っているが、事業

全体を俯瞰的に見る時間がなく進んでいるように感じる。俯瞰的にみるためには、経

験も必要であり、地域でいろいろな体験をさせる時間を作ることも必要である。 

 

②第２回：令和５年２月１７日(金)１１：１５～１２：００ 松浦高校会議室 

〈委員からの主な意見〉 

・ルーブリック評価がよく活用されている。 

・ルーブリック評価について、自己評価と教員の評価の他にグループ内での相互評価も

行うとよいのではないか。 

・ルーブリック評価をする際、生徒にとって根拠がないとできていてもそう思わないの

ではないか。 

・中学校における「まつナビ」のプレゼンテーションは、生徒のプレゼンテーション力

所属 氏名 主な実績 

無 佐々木 龍二 前長崎大学サテライトオフィス松浦コー

ディネーター、元松浦市立中学校長 

長崎県立大学 本田 道明 学長補佐 

鎮西学院大学 加藤 久雄 現代社会学部 教授 

西海みずき信用組合 前田 幸輔 地域振興室長（前日本政策投資銀行） 

自営業 川浪 剛人 前まつうら創生推進室長 

県企画部政策企画課  伊東 啓行 企画監 
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を培う上で大変有効である。 

・インプットを受けての生徒の研究テーマ設定の幅が狭く、似たようなテーマが多い。

地域のことを考えると多種多様なものがあっていい。 

【次年度への反映】 

・ルーブリックを生徒や地域の関係者と共有し、評価に生徒の考えを反映させ、生徒に

とって分かりやすいルーブリックを作成する。 

  ・各連携機関の方に実働的に関わっていただく「まつうら高校応援団」などの体制づく

りを進める。 

 

２－４ コンソーシアム会議 

（１）コンソーシアム会議の体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）コンソーシアム会議の取組 

①第１回：令和４年７月６日（水）１５：５０～１６：３０ 松浦高校会議室 

〈構成員からの主な意見〉 

・学んだことが自分の将来にどうつながるのかを言語化（研究論文を作成すること）が、

キャリア形成には大切。 

・まつナビ・プロジェクトで一番大切なのは、「型」にはめずに、本当に好きなことをや

らせること。そうすれば「語れる」ようになる。 

・ルーブリックについては、地域の課題解決型学習を通して、何を身につけさせたいの

かを地域や生徒にわかりやすく明示したほうがが良い。身につけたことが将来役に立

つということをルーブリックに落とし込むことが必要。 

所属 氏名 主な実績 

松浦市 友田 吉泰 市長 

松浦市議会 谷口 一星 議長 

松浦市教育委員会 黒川 政信 教育長 

松浦市小中学校校長会 川原 祥 副会長（今福中学校長） 

松浦市商工会議所 稲沢 文員 会頭 

松浦高校ＰＴＡ 川下 高広 会長 

松浦高校同窓会 藤田 英敏 会長 

長崎大学教育学部 藤本 登 学部長 

長崎県立大学地域創造学部公共政策学科 吉本 諭  教授 

株式会社エミネントスラックス 前田 周二 代表取締役社長 

松尾農園 松尾 秀平 代表 

長崎県教育庁高校教育課 田川耕太郎 課長 



33 

 

・「将来は松浦市に貢献したい」という生徒を育てていくには、生徒の自信（自己有能

感）を高めることが必要。小・中学校でもそれを高めようとしている。 

 

②第２回：令和５年２月１７日(金)１５：４０～１６：３０ 松浦高校会議室 

〈構成員からの主な意見〉 

・学びの蓄積を図るためにデジタルポートフォリオの活用を考えてほしい。 

・行事や行動の振り返りで、常に自己有能感について尋ねたり、確認したりすることが

大事。 

・中学校のおいても「ふるさと教育」をしっかり行って高校に送り出すようにしたい。

探究的な学びで地域を愛する生徒を育てていきたい。 

・他の市町からも松高に来たいと思われるよう、まつナビが生きる力を育み、進路にも

有利だというところをアピールしてほしい。 

【次年度への反映】 

  ・ポートフォリオについては、デジタルでの作成を検討する。 

・生徒に身に付けさせたい力をルーブリックに反映させる。 

・生徒の活動を単なる提案に終わらせず実践活動にまでつなげ、さらにキャリア形成

（進路実現）にもつながることを広報する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第２回コンソーシアム会議 
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２－５ 松浦市、長崎大学、長崎県立大学をはじめとする学校外の組織等との協働 

【成果】 

・地域科学科の生徒（１年生１１名）が、松浦市立御厨中学校３年生の公民科の授業「地

方自治」に参加する機会を設定し、中学生とともに「松浦市への提言」について考え

た。 

・松浦中央病院との連携事業により医療系進学希望者対象に地域医療の現状や各専門

職における業務内容等を聞く機会を設定して、生徒の地域医療等への課題意識の高

まりが見られた。 

・松浦中央病院と松浦消防署との合同演習「大規模災害訓練」に生徒が参加し、地域

の防災意識に対する興味・関心を高めた。 

・長崎大学での一日大学生体験において、ゼミでの研究発表や演習等を通して、研究方

法を学び、生徒のキャリア意識の高揚を図ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■長崎大学での一日大学生体験 

 

・長崎県立大学との連携による課題研究構想発表会を実施し、大学生から直接アドバ

イスをもらい研究の方向性を確かめた。また、大学生の研究論文発表を聞くこと

で、研究方法を学ぶことができた。 

・生徒が外部の様々な研修に参加した。 

 

・長崎県教育委員会主催の「ながさき未来デザイン高校生 SDGｓ推進事業」高校生

アントレプレナーシップゼミ 

・十八親和銀行主催の Nagasaki Startup Compassワークショップ「Biz World」に

よる高校生向けアントレ講座 

・宮崎県立飯野高校主催の全国グローカルリーダーズサミット 

・地域・教育魅力化プラットフォーム主催の地域 mini留学 
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【課題】 

・地域の事業所等、連携先が限定的である。 

・学校外の組織等との協働した取組が計画的・継続的なものとなっていない。 

【次年度への反映】 

・医療機関だけでなく、生徒一人ひとりのキャリアプランに応じた連携先を開拓する。 

・生徒のキャリア形成力の向上という観点から、外部との連携の目的を明確にしながら、

まつナビ・プロジェクトの年間計画を作成する。 

・生徒が外部コンテスト等へより積極的に応募して、外部からの評価を得られるように、

研究テーマに応じたコンテストを紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■高校生アントレプレナーシップゼミ（長崎県教委主催） 
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２－６ コーディネーターの活動内容 

（１）活動実績 

①市内小中学校との連携 

中高連携授業や学校説明会の実施 

【成果】 

・市内の小・中学校校長研修会と連携を図り、各校での生徒及び保護者向け学校説明

会を実施するとともに、各中学校の進路指導担当者や担任との意見交換を行った。 

・松浦市外の中学校を訪問し、昨年よりも早い段階から多くの学校説明会を実施し

た。 

・中高合同の講演会・研修会の企画を立てることができ、中高生の企画・運営チーム

でその内容を検討することができた。（会自体は雪のため次年度に延期） 

【課題】 

・中学校教員とのより密な情報交換を行うこと。 

・中学生の保護者に対する地域科学科の魅力を浸透させること。 

【次年度への反映】 

  ・教科指導に関する中高が連携した研修会および公開授業の実施。 

・中学生教員および保護者向けの説明会の効果的な開催。 

 

②松高生による課題研究発表会の参観 

【成果】 

・２年生による課題研究発表会を、地域科学科１年生とともに、松浦市立志佐中学校

１年生全員が参観した。また、市議会議員および市役所職員、本事業管理機関等が参

観した。 

【次年度への反映】 

・各中学校に生徒が出向いて行き、研究内容を発表する場を設定する。 

・課題研究発表会を幅広く地域住民に公開する。 

・校内における中間発表会を含めて、発表会に地域住民や大学生等を招いて継続的な

指導 

・助言を受けられる体制を構築する。 

・課題研究について中学生と意見交換できる場を設定する。 

 

（２）地域との連携 

①松浦商工会議所青年部（松浦ＹＥＧ）との連携 

【成果】 

・松浦市で起業している若手事業者と生徒との交流の機会をつくり、生徒が起業家の

「郷土松浦」への思いや実践事項を知る機会となった。 

・若手事業者との交流の場を設けたことで、生徒の学びたいこと（知りたいこと）を

課題の設定につなげることができた。 
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【課題】 

・交流できる時間帯が夕方になり、下校時刻や部活動に影響を与える。 

・生徒が地域協働を進めるための事業所等とのマッチングが不十分。 

【次年度への反映】 

・松浦ＹＥＧとの連携を密にし、学校行事とも連携を図りながら、「松浦こども博」

の運営への生徒の参画を円滑に進める。 

・地域連携による松浦高校と地元の大人の関わる人数をさらに増やす。（Ｒ４年度のべ

人数：３４１人） 

 

②まつうら高校応援団設立に向けた協力依頼 

【成果】 

・第 1回コンソーシアム会議で出された意見をもとに、「まつナビ・プロジェクト」の

充実、特に課題解決の過程において、生徒が地域の人材から直接助言を得られるよ

う、まつうら高校応援団を設立するため、コーディネーターが地元事業所などを訪

問し、協力依頼を行った。 

 

■「まつうら高校応援団」に協力いただける地元事業所等 

 

松高同窓会長、鬼橋電気、志佐ガス、FUSE、緑化園、ｲﾆｼｬﾙ不動産、吉原建設、 

 (株）FTI平戸総合保険事務所、LIB COFFEE、松浦商工会議所、 

みやだデザイン合同会社、住商エアバッグ、ｋｕｎｕｇｉ、松尾農園、 

稲沢鉄工、株式会社エミネントスラックス、中興化成、九州液化ガス、 

双日ツナファーム鷹島、百枝製菓、近江鍛工、九州電力松高発電所 

松浦市役所、今福こども園、まつうら党交流公社、西日本魚市、長崎大学、 

元松浦高校長、劇団 HAGUMI、長崎新聞、日本遠洋旋網漁業協同組合 

（３月８日現在 のべ３２事業所等） 

 

【次年度への反映】 

・生徒が地域の課題を見出だすための情報を提供してもらう。 

・地域課題の解決に向けた指導・助言を受ける。 

・地域課題を解決するための支援。 

・地元企業（まつうら高校応援団）でのインターンシップの実施。 
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２－７ 新学科設置の関係者への説明及び成果普及のための活動実績 

（１）生徒・保護者対象 

【成果】 

・近隣の中学校を対象とした学校説明会、地区別相談会等で、地域科学科の学びの特徴

に関する説明及び質疑応答をとおした疑問解消の取組。 

・中学校の総合的な学習の時間や社会科の授業（市長への提言）等に地域科学科の生徒

が参画した合同授業の実施。 

・オープンスクールにおける生徒による「まつナビ」の実践発表及び地域科学科の特色

の説明。 

・ホームページ等による地域科学科に関する情報発信。 

・コーディネーターと中学校との連携を密にした情報交換。 

【課題】 

・地域科学科の理解を深めるために中高の教員間の情報共有の機会を増やす。 

・地域科学科に対する中学生の理解を深めるために、中学生と高校生の合同授業や探究

活動のコラボレーションの機会を増やす。 

【次年度への反映】 

・地域科学科における学びの魅力を、中学生や保護者にもわかりやすく具体的に継続的

に説明していく。 

・市内中学生に意識調査等を実施し、本校が「選ばれる学校」になるための継続的な分

析等を行っていく。 

・小中学校での「まつナビ・プロジェクト」の説明会において、生徒が取組の内容を説

明することにより、本活動の成果の普及を図る。 

（２）地域住民等対象 

【成果】 

・ポスターやチラシなどを使った「地域科学科」の周知徹底 

・学校のホームページの「地域科学科」のカテゴリの更新・充実 

・地域課題解決型学習「まつナビ・プロジェクト」を活用した情報の発信 

【課題・次年度への反映】 

・「まつナビ・プロジェクト」の成果・普及をとおして入学志願者増に結びつける。 

・「まつナビ・プロジェクト」発表会を地域住民等にも一般公開する。 

（３）県内外の自治体・学校対象 

  ・県内県立高校９校とネットワークを構築し、研修会を実施 

  ・九州地区普通科校長会での実践報告 

  ・令和４年度高校コーディネーター全国フォーラム第３回コーディネーター研修での

発表 

・本校を訪問した以下の教育委員会・高校に新学科の状況について説明 
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２－８ 国の指定終了後の取組継続のための仕組みづくりに関する取組 

【成果】 

・本事業の指定校となり、生徒の幅広い課題研究活動が可能となっている。また、松浦

市や地域の事業所等の職員が生徒の活動に伴走したり、アドバイザーとして専門的な

助言をくれたりしている。 

・松浦市長を中心としたコンソーシアム会議等、地域を巻き込んだ協力体制や生徒の教

育活動を支援する持続可能なシステムは構築されている。 

【課題】 

・特定の事業所に、生徒の活動が限定されている。 

・学校（生徒）と地域協働におけるマッチング体制の構築。 

・令和７年度以降のまつナビ・プロジェクト推進のための組織および生徒の活動費の確

保。 

【次年度への反映】 

・まつうら高校応援団の活動を軌道にのせ、地域からの支援を幅広く受けられる体制づ

くりを進める。 

・プロジェクトチームによる意見交換等を実施し、具体的な活動内容や目的の共通理解

及びスキルを身に付けさせるための指導法の向上や生徒に伴奏するマインドセット

の醸成を図り、まつナビ・プロジェクト活動の充実を図る。 

・令和７年度以降の運営指導委員会・コンソーシアム等の組織の在り方および予算措置

についての検討をはじめる。 

・令和７年度以降のコーディネーターの設置および予算措置についての検討をはじめ

る。 

・「まつナビ・プロジェクト」に係る生徒の活動費の在り方について検討をはじめる。 

 

 

  

９月１４日（水）広島市教育委員会・広島市立美鈴が丘高校 

１０月２７日（木）長野県蘇南高校 

１１月 ９日（水）佐賀県立唐津西高校 

１１月１６日（水）福岡県立大川樟風高校 

１２月１２日（月）大分県教育委員会 

 ２月 ３日（金）熊本市教育委員会・熊本市立必由館高校 

 ２月１５日（水）広島県教育委員会 
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２－９ 他の事業との関係 

【成果】 

・「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）」の成果を踏まえた

新たな取組の実践。 

・ルーブリックの開発 

・中高・高大連携の強化 

・「地域に根ざした高等学校」のネットワークの構築 

  ・立命館宇治中学・高等学校のＷＷＬコンソーシアムに加盟。 

・オンラインなどによる教員間、生徒間交流の機会の設定予定 

・三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティングによる「高校魅力化評価システム」を導入し、

より客観的なデータによる分析を行うことができた。 

【次年度への反映】 

・「高校魅力化評価システム」による評価結果を精査し、カリキュラム開発の方針に反

映させていく。 
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３ 実施計画Ⅲ 

３－１ 活動目標 

県内外の「地域高校」との連携等による学校活性化 

３－２ 実施計画 

県内外の「地域に根ざした高校」のネットワークの構築と協働による、参加各校の

活性化 

３－３ 活動内容 

「地域に根ざした高等学校」のネットワークを構築した上で協働研究等を実施 

【成果】 

・県内県立高校９校とネットワークを構築し、２回の研修会を実施した。 

□第１回研修会（７月１５日） 

大正大学地域創生学部浦崎太郎教授による講演会及び参加者による情報共有。 

 テーマ：新時代に対応した高校改革 

 情報交換：効果を上げている取組や魅力化の取組、課題となっていること 

□第２回研修会（１０月７日） 

宮崎県立宮崎東高等学校定時制西山正三教諭による講演会及び参加者による情報

共有。 

 テーマ：進学多様校での探究学習導入ステップ 

 情報交換：効果を上げている取組や魅力化の取組、課題となっていること、探究学

習に前のめりになるような仕掛け、工夫 

・「地域に根ざした高等学校」のネットワーク間の教員研修を通じて、学校の魅力化・

特色化や探究活動等に関する情報共有を図ることができた。 

・学校間の情報共有を通じて、参加者の意識の高揚を図ることができた。 

【課題】 

・参加各校の取組み内容に踏み込んだ情報共有と意見交換の時間設定が不十分であ

る。 

・情報共有後の担当者間での振り返りが不十分である。 

【次年度への反映】 

・オンライン会議だけでなく、担当者間の対面研修会を実施する。 

・定期的なオンライン会議を設定する。 

・参加各校の生徒による生徒間交流を実施する。 
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第３章 管理機関の役割 

１－１  管理機関による活動実績  

【成果】  

（１）実施内容および日程  

①運営指導委員会及びコンソーシアム会議をそれぞれ年２回開催し、事業内容について、

特に以下の項目の指導・助言を受けた。 

 ・指導と評価の一体化を目指すカリキュラム開発 

 ・中高連携、高大連携による生徒の資質・能力の育成 

 ・県内外の高等学校との連携による教員・生徒の資質・能力の向上 

②探究活動や発表会（７月、１月）や、県内他校とのネットワークオンライン研修に参加

（７月、１０月）し、事業の実施状況を把握した。 

③ルーブリックの改善に向けて、生徒や地域の方の関わりや、地域課題解決型学習と授業

のつながり等について、事業の改善への提案を行った。 

④先進的なコーディネーターの取組等を行っている県外高校を、松浦高校とともに視察

し、支援体制について意見交換を行った。 

〔視察先および主な聴取内容〕 

①岩手県立大槌高校（２月６日） 

  ・コーディネーターの役割について 

  ・大槌町との連携について 

  ・地元の中学校からの進学状況について 

  ・町からの支援・資金的援助について  等 

②山形県立小国高校（２月７日） 

  ・コーディネーターの役割について 

  ・小国町との連携について 

  ・地元の中学校からの進学状況について 

  ・高校魅力化評価システムを含めた活動の具体的な評価方法について  等 

③宮城県仙台第三高校（２月８日） 

実施内容 

日 程 

４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

３

月 

①運営指導委員会    〇       〇  

②コンソーシアム会議    〇       〇  

③学校訪問指導 

（授業 探究活動 発表会等） 

   〇 

２回 

     〇 〇  

④ﾈｯﾄﾜｰｸｵﾝﾗｲﾝ研修    〇   〇      

⑤県外先進校視察           〇  

⑥高校との事業進捗確認 随 時 
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  ・探究に係る校内組織と教員間の連携について 

  ・カリキュラム・マネジメントについて 

  ・情報機器の整備状況及び活用状況について  等 

【課題】 

①生徒にとってわかりやすいルーブリック作成の支援。 

②運営指導委員会およびコンソーシアム会議の運営の更なる充実。 

【次年度への反映】 

①運営指導委員会やコンソーシアム会議での意見を踏まえ、令和４年度の課題を学校と

ともに整理し、次年度の取組に反映させる。 

②令和５年度の運営指導委員会およびコンソーシアム会議（第１回）の早期開催を検討

し、事業の方向性や内容の検討を行う。 

③ルーブリックの作成および改善等の取組について、オンラインでの打合せなど、高校

と密に連携を行う。 

④コーディネーターの活動の充実を図るため、他県のコーディネーター設置校と連携し、

情報交換を行う。 

【次年度における管理機関の支援】 

①生徒にとって分かりやすいルーブリックの作成および改善について、学びアドバイ

ザーとともに指導・助言を行う。 

②ルーブリックによる指導と評価の一体化を更に推進するため、外部アセスメントに

よる評価結果の検証の支援を行う。 

③地域に根ざした高等学校との連携の充実を図るため、関係高校への協力依頼などの

支援を行う。 
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第４章 事業検証と次年度に向けて 

１－１ 今年度の目標設定についての検証 

本構想において実現する成果指標は、次の３つである。なお、成果の検証は、

生徒へのアンケートおよび生徒のルーブリック評価により行った。 

 

①キャリアプランを踏まえた、進路希望実現率（％） 

②発表会等において、地域活性化への貢献度が高いと認められた研究プロジェクト数の

割合（％） 

③育成したい資質・能力に関するルーブリック評価規準（課題解決能力等）の到達度（５

段階）における生徒自己評価の平均値 
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■松高ルーブリック 

  



46 

 

 

①成果指標：キャリアプランを踏まえた、進路希望実現率（％） 

   〇アンケートの質問内容 

    まつナビ・プロジェクト等を通して、卒業後や将来のことを『自分ごと』として考

える力（キャリア形成力）が高まったと思うか。 

   〇結果 

    地域科学科生徒の実績値：８７．１％（令和４年度成果目標値：８５％） 

   〇評価 

・キャリア形成力が高まった（「そう思う」「ある程度そう思う」）と回答した地域科学

科の生徒は８７．１％であり、１年生全体（商業科を含む）８１．１％より６ポイ

ント高かった。 

・地域に根ざした高校との生徒間交流や、カリキュラム・マネジメントのさらなる推

進など、取組の充実が必要である。 

   ②成果指標：発表会等において、地域活性化への貢献度が高いと認められた研究プロジ

ェクト数の割合（％） 

〇アンケートの質問内容 

    あなたの班の地域課題解決型学習のテーマは地域活性化につながると思うか。 

   〇結果  

地域科学科生徒の実績値：１００．０％（令和４年度成果目標値：８０％） 

   〇評価  

 ・現在、地域科学科は仮のテーマ設定中であるが、地域活性化につながると思う（「そ

う思う」「ある程度そう思う」）と回答した地域科学科の生徒は１００．０％であっ

た。 

・地域科学科の多くの生徒が、松浦市職員、大学教員との協働学習において主体的に

活動する姿が見られた。また、商業科との協働により、地域課題解決学習が推進さ

れた。 

・次年度、生徒が設定した研究テーマと地域のリソースのマッチングを図り、地域と

連携した取組の充実が必要である。 

・中高および高大の連携交流により、自分の研究について理解を深めることで、さら

に「地域活性化に貢献したい」という気持ちの醸成が必要である。 

  ③成果指標：育成したい資質・能力に関するルーブリック評価規準（課題解決能力）の

到達度（５段階）における生徒自己評価の平均値 

〇結果 

・地域科学科生徒の実績値：１．５４（令和４年度成果目標値：３．０） 

   〇評価 

・ルーブリック評価規準における目標値の３．０に対して、結果が１．５４であり、
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目標を１．４６ポイント下回った。 

 ・生徒にとってわかりやすく、他者からの評価も取り入れやすいルーブリックへの

改善が必要である。 

 

１－２ 次年度に向けて（課題改善の方向性） 

（１）令和５年度計画は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次年度に向けて】 

①計画Ⅰについて 

・まつナビ・プロジェクトの課題研究テーマ設定にいたる過程で、生徒にとって「自分ご

と」のテーマとなるように、ＬＨＲ等における「自分の将来」を考える活動とリンクさ

せていく。 

・「自分の将来」を考えることができるよう、キャリアプランに関する研修をできるだけ

多く設定する。 

・ルーブリックによる生徒の自己評価を精査し、カリキュラム開発の方針に反映させてい

く。また、ルーブリックを生徒や地域の関係者と共有し、評価に生徒の考えを反映させ

ていく。 

・ポートフォリオについては、デジタルでの作成を検討する。 

・生徒が設定した研究テーマと地域のリソースのミスマッチを防ぐ方策を検討する。 

・大学との連携により、生徒のデータ活用に関する能力の向上や、教員のデータサイエンス

に関する研修を行い、生徒の学びの充実につなげる。 

・医療機関だけでなく、生徒一人ひとりのキャリアプランに応じた連携先を開拓する。 

・生徒のキャリア形成力の向上という観点から、外部との連携の目的を明確にしながら、年

間計画に組み込む。 

・生徒が外部コンテスト等へより積極的に応募して、外部からの評価を得られるように、研

究テーマに応じたコンテストを紹介する。 

・ＩＣＴを利活用した授業についての計画的な研修を実施する。 

・「まつナビ・プロジェクト」のカリキュラムの再検討やＩＣＴを利活用した授業改善研修

を通じて、これからの時代の教員に必要なスキルや主体性などのマインドセットを図る。 
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・地歴公民科以外でも、地域と連携した授業を実施する。 

 

②計画Ⅱについて 

・ルーブリックを生徒や地域の関係者と共有し、評価に生徒の考えを反映させ、生徒にと

って分かりやすいルーブリックを作成する。 

・各連携機関の方に実働的に関わっていただく「まつうら高校応援団」などの体制づくり

を進める。 

・各中学校に生徒が出向いて行き、研究内容を発表する場を設定する。 

・課題研究発表会を幅広く地域住民に公開する。 

・校内における中間発表会を含めて、発表会に地域住民や大学生等を招いて継続的な指

導を行うような助言を受けられる体制を構築する。 

・課題研究について中学生と意見交換できる場を設定する。 

 

③計画Ⅲについて 

・オンライン会議だけでなく、担当者間の対面研修会の実施。 

・定期的なオンライン会議の設定。 

・参加各校の生徒による生徒間交流の実施。 
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参 考 資 料 
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参考資料１ 成果概要図 
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参考資料２ ロジックモデル 
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参考資料３ 新聞記事「ここまつ」 

 

 

 

令和４年４月９日（土）長崎新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ココまつ（ココにも松高） 
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令和４年４月９日（土）西日本新聞 

  

ココまつ（ココにも松高） 
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令和４年７月２０日（水）読売新聞 
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令和４年７月２０日（水）読売新聞 
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令和５年３月２２日（水）長崎新聞 
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ホームページより 

【プレまつナビ日誌】バスツアー計画を行いました 

１年生は６月２２日(木)６、７時間目に、７月２１日(木)に実施するバスツアーのルート

(訪問場所)の計画を立てました。「地域貢献・活性化班」「人口・環境問題班」「産業班」「歴

史・国際文化班」の４つの班に分かれての初めての活動でした。どの班も楽しそうに、模造

紙や一人一台端末タブレットを使って、興味・関心のある場所を出し合っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プレまつナビ日誌】 

６月２９日（水）に１年生は、７月２１日(木)に行う「バスツアー」のルートを決める活

動を行いました。このツアーは、１年生が「地域貢献・活性ルート班」、「人口・環境問題ル

ート班」、「産業班」、「歴史・国際・文化ルート班」の４つの活動班に分かれて、生徒が考え

たルートを中心に実施します。 
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【プレまつナビ日誌】バスツアー報告会を行いました。 

９月１７日（水）に１年生は７月２１日（木）に「松浦市を知る」ということを目的とし

た「バスツアー」の報告会を行いました。 

今回は、生徒が考えた４ルートに分かれての発表となりましたが、入学後初めての発表と

は思えない堂々とした姿で自分の言葉でしっかり語っていました。また、この日はテレビ局

の取材や広島市立美鈴が丘高校からの視察もあり、本校の活動が少しずつ全国に知られる

ようになってきているようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プレまつナビ日誌】「志佐んぽ」の計画を行いました。 

10 月 5 日（水）に１年生プレまつナビでは、テーマ設定に向けた校内研修会を行いまし

た。はじめに今後の活動について説明を受けたあと、１０月１９日（水）に行う、松浦市志

佐町周辺のミニ・フィールドワーク「志佐んぽ」の計画をグループで立てました。 

この活動は、地域で頑張る方々の話を聞いて、これから行う課題研究テーマ設定の参考に

することを目的としており、初めてのインタビュー調査になります。 

地域の皆様のご協力をよろしくお願いします。 
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【歴史総合】外部講師による特別講座を行いました。 

12月 6日（火）に１年生は、歴史総合の時間に特別講師として、「鷹島海底遺跡と元寇船

の発見等」に長年尽力されている國學院大學教授 池田榮史先生にご講演いただきました。

鷹島海底の元寇船の引き上げの難しさや元寇船が今日まで奇跡的に残った理由などを熱心

に説明していただきました。また、生徒からは、「もし、３回目の元の襲来があったならば、

どう歴史は変わっていたと思いますか」「元寇船の錨の保存方法について詳しく教えてくだ

さい」などの質問がありました。そこでも、とてもわかりやすく説明いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プレまつナビ日誌】長崎大学を訪問しました。 

12月 1６日（金）に地域科学科および商業科の１年生は、長崎大学教育学部を訪問しまし

た。午前中は長崎大学１年生による「防災」に関するプレゼンテーション（ポスターセッシ

ョン）の参観をして、午後からは、松高生が希望する各ゼミの授業に入れていただき、一日

大学生を体験しました。「教育って何だろう～子どもに向き合う教育学入門～」の授業が行

われたゼミに参加した生徒からは、「大学生の皆さんがとても優しく接してくださり、とて

も楽しかったです。」といった声が聞かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ホームページには他にも松浦高校の生徒の活動がアップされています。 

「長崎県立松浦高校」で検索ください。 
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まつナビ・プロジェクト 

 

 

長崎県立松浦高等学校 
〒８５９－４５０１松浦市志佐町浦免７３８－１ 

☎０９５６－７２－０１４１（事務室） 

☎０９５６―７２－０１４２（職員室） 

https://www.news.ed.jp/matsuura-h/ 

松高キャラクター 

「まつドリー」 


